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カリキュラム・ポリシー（教育課程編成・実施方針） 

 

教育実践専門職高度化専攻（教職大学院）では、高度専門職業人としてのスクールリーダー

を養成するため、学校教育についての高い実践力・専門的知見を獲得し、教科等の専門的な

指導力、また、特別支援教育並びに学校教育の課題への高い対応力を身につけることができ

るよう、「学校組織マネジメント」「総合教育実践」「教科領域指導」「特別支援教育高度化」

「教育プロジェクト」の５つのプログラムを設定し、専攻科目、プログラム科目、高度選択

科目、課題研究科目、実習科目により、以下のような方針に基づいてカリキュラム（教育課

程）を編成する。 

なお、学修の成果の評価にあたっては、客観性、厳格性を確保するため、学生に対し評価基

準をあらかじめ明示し、その基準に従って適切に行う。 

 1. スクールリーダー養成の共通基盤として専攻科目を置く。 

 2. 専攻科目の内容を発展させ、専門的な強みを実践に結びつけて展開するためにプログ

ラム科目を置く。 

 3. 専攻科目とプログラム科目の内容を発展させ、学生一人ひとりの専門的な強みを課題

意識に応じて展開し、また、高度な研究能力を育むために高度選択科目を置く。 

 4. 学生自らが学校現場等から問題を見出し課題を立ち上げ、その改善や解決に取り組み、

さらに教育実践研究を独力で進める能力を身につけるために、課題研究科目を必修とする。 

 5. 学校における教育活動や実務全般について総合的に体験し、省察するために実習科目

を必修とする。 

 6. 以上の科目において、学校現場等での実際的な問題解決に資するため、発表、討論、

フィールドワーク、ワークショップ、事例研究、ロールプレイングなどの手法を用いた教育

を実施する。 


